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私
は
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
三
月
十
九
日
、
福
井
県

丹
生
郡
朝
日
町
朝
日
に
生
ま
れ
、
大
正
十
二
年
四
月
一

日
、
福
井
県
丹
生
郡
朝
日
町
の
尋
常
高
等
小
学
校
に
入

学
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
三
月
、
こ
の
高
等
小
学
校

を
卒
業
し
て
同
年
四
月
一
日
、
朝
日
町
青
年
学
校
に
入

学
、
昭
和
八
年
三
月
朝
日
町
青
年
学
校
を
修
了
し
ま
し

た
。昭

和
十
二
年
四
月
、
徴
兵
検
査
で
第
二
補
充
兵
に
合

格
、
昭
和
十
三
年
九
月
四
日
、
召
集
令
状
が
来
ま
し
た
。

父
親
が
田
圃
に
走
っ
て
来
て
「
動
員
だ

赤
紙
が
来

た
」
と
言
っ
て
持
っ
て
来
ま
し
た
の
で
早
速
見
ま
す
と

「
昭
和
十
三
年
九
月
十
日
に
金
沢
輜
重
兵
第
九
連
隊
へ
入

隊
せ
よ
」
と
の
令
状
で
し
た
。
早
速
田
圃
よ
り
引
き
上
げ

て
家
に
帰
り
、
親
戚
近
所
に
知
ら
せ
、
出
征
す
る
準
備
に

か
か
り
ま
し
た
。
姉
二
人
が
千
人
針
の
腹
巻
を
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

入
隊
当
日
は
金
沢
は
家
か
ら
遠
い
の
で
、
前
日
に
金
沢

に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
午
前
八
時
に
区
長
さ
ん
を
は

じ
め
親
類
の
方
々
や
近
所
の
人
も
一
緒
に
当
区
の
八
幡
様

神
社
に
必
勝
祈
願
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
区
民
の
人
は

私
鉄
・
鯖
浦
線
の
西
田
中
駅
ま
で
見
送
り
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
親
類
の
人
達
は
国
鉄
・
鯖
江
駅
ま
で
見
送
っ
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て
下
さ
い
ま
し
た
。
姉
夫
婦
は
父
親
と
一
緒
に
金
沢
の
旅

館
に
泊
り
ま
し
た
。

私
は
翌
朝
、
輜
重
兵
第
九
連
隊
営
門
前
で
待
機
、
午
前

八
時
に
な
っ
て
営
門
を
入
り
、
係
員
の
上
等
兵
に
引
率
さ

れ
て
第
一
中
隊
第
一
班
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
は

班
付
の
上
等
兵
に
寝
具
や
そ
の
敷
き
方
、
衣
類
の
整
理
整

頓
、
た
た
み
方
な
ど
を
教
わ
り
、
ま
た
夜
の
点
呼
等
の
仕

方
等
を
教
わ
り
ま
し
た
。
班
長
は
山
口
伍
長
で
し
た
。

翌
日
よ
り
徒
歩
訓
練
や
駄
馬
に
弾
薬
を
積
載
す
る
訓
練

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
昭
和
十
三
年
十

一
月
末
に
野
戦
行
き
が
決
ま
り
、
一
日
だ
け
の
外
泊
が
認

め
ら
れ
、
家
に
帰
り
ま
し
た
。
わ
ず
か
の
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
親
、
姉
と
懐
か
し
く
、
い
ろ
い
ろ
と
話
し
ま
し

た
。本

隊
へ
帰
り
、
十
一
月
二
十
七
日
に
は
本
隊
出
発
、
金

沢
駅
よ
り
客
車
と
貨
車
の
混
合
の
軍
用
列
車
で
広
島
に
到

着
、
広
島
港
よ
り
病
院
船
に
乗
り
ま
し
た
。
五
日
間
位
の

航
海
で
し
た
が
玄
界
灘
を
通
過
す
る
時
は
、
波
が
荒
く
て

船
に
酔
い
、
大
部
分
の
人
が
食
事
せ
ず
で
し
た
。

中
国
の
タ
ー
ク
ー
（
太

）
港
に
上
陸
し
ま
し
た
。
そ

の
時
は
初
め
て
の
中
国
の
何
と
も
言
え
な
い
匂
い
が
し
ま

し
た
。
そ
の
時
の
隊
員
は
五
十
人
程
で
し
た
。
引
率
者
は

見
習
士
官
の
曹
長
で
、
堀
敬
造
さ
ん
と
言
い
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
列
車
に
乗
り
石
家
荘
に
到
着
、
梅
津
部
隊
原
田
部

隊
吉
田
隊
へ
配
属
に
な
り
南
兵
営
へ
到
着
し
ま
し
た
。
吉

田
隊
は
通
過
部
隊
の
一
時
休
養
宿
泊
す
る
南
兵
営
の
管
理

を
し
て
い
ま
し
た
。
電
話
当
番
や
貨
物
廠
の
衛
兵
や
、
一

カ
所
だ
け
あ
る
ト
ー
チ
カ
の
警
備
に
も
行
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
に
古
兵
さ
ん
達
が
内
地

へ
帰
り
ま
し
た
の
で
、
残
っ
た
私
達
五
十
人
は
松
村
部
隊

へ
転
属
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
松
村
部
隊
は
小
倉
市
の
、

野
戦
重
砲
兵
第
五
連
隊
で
編
成
さ
れ
た
部
隊
で
兵
器
廠
で

す
。
私
た
ち
十
人
だ
け
が
銃
器
係
に
配
属
に
な
り
ま
し

た
。仕

事
は
中
国
人
を
毎
日
二
十
人
ほ
ど
使
っ
て
、
銃
剣
や

機
関
銃
等
の
手
入
れ
を
し
て
格
納
庫
に
保
管
す
る
こ
と
で

し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
五
年
七
月
、
上
等
兵
に
進
級
し
ま
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し
た
。

昭
和
十
五
年
八
月
復
員
命
令
が
あ
り
、
石
家
荘
か
ら
青

海
に
行
き
、
青
海
港
で
貨
物
船
に
乗
船
、
玄
界
灘
を
通
っ

て
広
島
の
似
の
島
で
検
疫
を
受
け
た
の
ち
広
島
港
に
上
陸

し
ま
し
た
。
そ
し
て
小
倉
野
戦
重
砲
兵
第
五
連
隊
に
帰
隊

し
、
五
日
間
ほ
ど
隊
に
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
間
に
隊

で
は
国
鉄
の
列
車
時
刻
を
調
べ
て
く
れ
て
各
自
が
帰
郷
の

日
時
を
家
に
知
ら
せ
ま
し
た
。

国
鉄
の
鯖
江
駅
ま
で
帰
っ
た
時
は
、
駅
ま
で
親
類
や
近

所
の
方
々
が
多
勢
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

鯖
浦
線
の
西
田
中
駅
に
も
大
勢
の
村
人
が
迎
え
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

二
度
目
の
召
集
令
状

昭
和
二
十
年
三
月
四
日
に
再
び
召
集
令
状
が
来
て
、
京

都
市
伏
見
区
藤
の
森
小
学
校
で
編
成
す
る
燕
部
隊
へ
入
隊

し
ま
し
た
。
隊
長
は
中
村
大
尉
で
、
福
知
山
の
長
田
廠
舎

へ
行
く
勤
労
奉
仕
隊
の
人
達
も
沢
山
来
て
い
ま
し
た
。
飛

行
場
建
設
の
土
方
仕
事
を
す
る
人
た
ち
で
す
。

昭
和
二
十
年
六
月
頃
、
和
歌
山
の
紀
ノ
川
沿
い
に
飛
行

場
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
勤
労
奉
仕
隊
の
女
子
た
ち
も
来

て
い
ま
し
た
。
一
緒
に
な
っ
て
飛
行
場
建
設
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
天
皇
陛
下
の
玉
音

放
送
が
あ
る
と
言
う
の
で
、
兵
隊
だ
け
が
紀
ノ
川
の
堤
防

の
上
に
集
結
し
て
天
皇
陛
下
の
放
送
を
聞
き
、
早
速
作
業

は
中
止
し
て
、
勤
労
奉
仕
団
の
人
達
に
は
帰
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

兵
隊
は
隊
に
帰
り
、
星
の
つ
い
て
い
る
物
や
帽
子
の
紋

章
、
軍
隊
手
帳
な
ど
の
焼
却
を
し
ま
し
た
。
軍
の
土
方
用

の
器
具
は
返
納
し
、
私
物
の
整
理
を
し
、
三
日
位
た
っ
て

砂
糖
少
々
、
米
少
々
、
毛
布
三
枚
が
支
給
さ
れ
、
そ
れ
ら

を
貰
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
福
井
市
の
人
で
本
部

に
い
た
山
下
岩
男
少
尉
に
は
色
々
心
配
し
て
頂
き
、
列
車

に
乗
り
込
み
粉
川
駅
を
後
に
し
て
福
井
県
へ
帰
っ
て
参
り

ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
最
初
の
復
員
の
時
と
は
ま
っ
た
く

違
っ
た
も
の
で
し
た
。

今
度
は
誰
も
迎
え
に
来
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
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日
、
鯖
江
電
鉄
株
式
会
社
へ
挨
拶
に
行
き
、
翌
日
か
ら
乗

務
区
の
電
車
運
転
士
の
工
程
表
に
入
れ
て
も
ら
い
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
武
電
気
鉄
道
株
式
会
社
と
鯖
浦
電
気
鉄
道
株
式
会
社

が
合
併
し
て
福
井
鉄
道
株
式
会
社
と
な
り
、
乗
務
区
も
合

併
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
三
月
に
は
鯖
浦
線
西

田
中
駅
長
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
十
月
に
は
西

田
中
駅
と
織
田
広
線
の
間
は
バ
ス
運
行
と
な
り
、
昭
和
四

十
八
年
十
一
月
に
は
鯖
浦
線
全
線
が
バ
ス
運
行
と
な
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
私
は
本
社
勤
務
と
な
り
、
運
転
課
に
勤
務
、
昭

和
四
十
九
年
三
月
、
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。
定
年
の

日
よ
り
十
カ
月
は
失
業
保
険
金
が
受
給
で
き
な
い
の
で
、

そ
の
間
に
運
転
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
一
月
よ
り
朝
日
町
朝
日
区
の
区
長
と
な

り
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
よ
り
新
設
さ
れ
た
朝
日
町
老
人

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
初
代
苑
長
と
な
り
、
昭
和
六
十
一
年

四
月
に
は
同
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
退
職
し
ま
し
た
。
そ
の

間
、
脳
卒
中
で
倒
れ
、
救
急
車
で
運
ば
れ
入
院
し
ま
し
た

が
軽
く
て
す
み
一
カ
月
程
で
退
院
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。今

は
家
族
は
父
、
母
、
妻
、
長
女
、
妹
、
そ
し
て
私
の

計
六
人
暮
ら
し
で
す
。

支
那
事
変
の
時
に
戴
い
た
物
は
次
の
も
の
で
す
。

勲
八
等
白
色
桐
葉
章

受
賞
（
昭
和
十
五
年
四
月
）

支
那
事
変
従
軍
記
章

受
賞
（

〃

）

独
立
混
成
旅
団
（
島
兵
団
）

の
一
員
と
し
て

富
山
県

山

崎

芳
二
郎

私
は
島
兵
団
、
独
立
歩
兵
第
七
十
四
大
隊
、
兵
器
係
と

し
て
、
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
二
月
、
編
成
替
え
の

時
に
本
部
付
と
な
り
、
終
戦
ま
で
北
支
那
で
勤
務
を
し

た
。私

は
兵
器
の
専
門
知
識
は
全
然
無
か
っ
た
。
兵
器
係
の

下
士
官
は
旅
団
命
令
で
専
門
教
育
を
受
け
て
い
た
が
、
私
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